佐野清澄高等学校　校歌
1． なでしこの
花のこころを　　　心とし
弥生 (やよい)の園 (その)に　　　　培 (つちか)えば
[bookmark: _GoBack]校風 (こうふう)高く　　　　　矜 (ほこ)りつつ
貴 (あて)かに香 (かお)れ　　　　やよい八千草 (やちぐさ)

2． 清澄の
鏡 (かがみ)のこころを　　　心とし
伝統 (つたえ)の教え　　　　守り継 (つ)ぎ
清澄健児 (けんじ)の　　　　名にかけて
貴 (あて)なる花と　　　　咲 (さ)きて薫 (かお)らん　　

3． 八 (はち)弁 (べん)の
鏡 (かがみ)に匂 (にお)う　　　　　なでしこは
わが学舎 (まなびや)の　　　　生命 (いのち)ぞと
信じあいつつ　　　祈 (いの)りつつ
理想 (りそう)の果実 (かじつ)　　　　結 (むす)び継 (つ)がなん
